
氏  名

学科 実技

作業前準備

フィルムのセット

作業手順

10 20

備考

自己評価にはＡ，Ｂ，Ｃを記入する。

パックをきれいにするポ

イント

使用する機械器具等 帽子、エプロン、準備物一式（パッカー台、フィルム、トレイ）、商品

（６）軽く引っ張りながら伸ばすこととができる

（７）横に伸ばしながらフィルムをトレーの底につける

（８）両方を伸ばし終えたら熱板で温めて完成

（１）フィルムの⾧さがわかる

（２）パックの伸ばし方がわかる

（５）熱板で温めてフィルムを接着させる

（２）フィルムを入れる向きを時計回りにするようにセットする

（３）フィルムの真ん中にフィルムを置くことができる

（４）フィルムを広げてセットできる

（５）カチッと音が鳴るまでカバーを閉じる

（６）ヒートボリュームを３～５にセットできる

（７）フィルムを広げて整える

（１）トレーを真ん中に置く

（２）フィルムを奥まで引っ張る

（３）ラップを裏に巻くことができる

（４）手前に引っ張り、カッター刃でフィルムを切ることができる

（１）フィルムのカバーを外し、カバーを中に入れる

教科細目

（指導項目）
内容

訓練時間

（１）エプロン・帽子を着用し、手洗いができる。

（１）見本を参考にしながら、適切な場所に道具を配置できる

（１）フィルムの違いがわかる

（２）トレイの違いがわかる

道具を準備し、適切な場

所に配置できる

フィルムとトレイの違い

到達水準

（訓練目標）

（１）作業前準備ができる

（２）パックに使う道具を準備し、適切な場所に配置できる

（３）フィルム及びトレイの違いが理解できる

（４）フィルムのセットができる

（５）作業手順が理解できる

（６）パックをきれいにするポイントが理解できる

目的
・野菜に応じたパックができる

・正確にパック作業ができる。

課題指示書

モジュール パック(青果) 分類番号 D-2322
自己

評価

指導員

確認


